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本研究の目的は，給食の時間に身に付けさせたい指導の目標を，因子論的に分析する

ことから，構成する目標項目を特定することとそれらを類型化することである。このた

め，学校給食によって，目指す子供の姿を設定し，まず，給食の時間に身に付けさせる

べき指導の目標を構成する目標項目を措定し，因子論的に分析することから，指導目標

の構造を明確にするという方法を用いた。具体的には，指導目標に関して身に付けさせ

ることの大切さという視点から 5 件法で判断させる質問紙調査を教員養成課程の大学生

（87 名）を対象に実施した。その結果，給食の時間における指導の目標として，「食

品，栄養に関する事項」「食べ方に関する事項」「食事の社会的側面に関する事項」の 3

群，14 項目が抽出できた。

キーワード：学校給食，指導目標，給食の時間
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The purpose of this study is to identify the constituent goal items and to 
categorize them by factorically analyzing the teaching goals that one wants to 
acquire during lunch time. For this reason, school lunch sets the desired child's 
appearance, first determines the target items that make up the guidance goals that 
should be acquired during the lunch time, and analyzes them factorically. The 
method of clarifying the structure was used. Specifically, we conducted a 
questionnaire survey of 87 students in the teacher training course to make 
decisions using the five-point method from the perspective of the importance of 
learning about teaching goals. As a result, 14 items in 3 groups of "matters related 
to food and nutrition", "matters related to how to eat", and "matters related to 
social aspects of meals" could be extracted as the goals of guidance during lunch 
time. 

 

   Key Words: school lunch, guidance goal, lunch time 
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学校給食の時間における指導目標の因子論的分析 
 
1. 研究の背景 

日本の学校給食は，教育活動の一環として位置 
付けられてきた（文部科学省，2019）。学校給食を

規定している学校給食法においても，教育の目的

を実現するために，学校給食の目標として，「健康

の保持増進を図る」「望ましい食習慣を養う」「明

るい社交性及び協同の精神を養う」「生命及び自然

を尊重する精神並びに環境の保全に寄与する態度

を養う」「勤労を重んずる態度を養う」「伝統的な

食文化についての理解を深める」「食料の生産，流

通及び消費について，正しい理解に導く」の 7 項

目が示されている。 
しかしながら，学校給食の目標を達成するため

の指導内容は，『食に関する指導の手引－第二次改

訂版－』（文部科学省，2019）などに示されてい

るものの，指導の考え方や例示が網羅的に示され

ており，学校でそれらすべてを同列，同等に扱う

ことは困難である。小学校であれば，年間にわた

り日々1 単位時間程度を充てて（文部科学省，

2018），給食の準備，会食，片付けが行われている。

限られた給食時間や活動の中で給食指導を行うた

めには，給食の時間で身に付けさせたい指導の目

標を特定し，類型化することが必要である。 
給食指導の目標に関する先行研究を見いだすた

め，学校における食育や給食指導に関する研究が

みられる学会誌を概観した。食に関する指導の手

引の初版が発行された 2007 年以降の『日本食育

学会誌』，『日本健康教育学会誌』，『日本栄養改善

学会誌』，『日本栄養・食糧学会誌』，『日本教科教

育学会誌』の 5 種の学会誌を概観したが，給食指

導の目標の構成に関わる論文を見いだすことはで

きなかった。そのことから，大学等紀要へと範囲

を広げて概観した結果，鈴木ら（2010）の研究を

見ることができた。 
鈴木ら（2010）は，児童の給食時の配膳の乱れ

を正すことを目標に，「食育ランチョンマット」を

開発し，学習者の 3 分の 2 に効果が認められたこ

とを報告している。このように，特定の目標をあ

らかじめ設定し，その目標を達成するための方策

に関する研究を見いだすことができる。しかし，

給食の時間に身に付けさせたい指導の目標につい

て，構成する目標項目を特定しそれらを類型化し

た研究は管見の限りなかった。 
そこで，給食の時間に身に付けさせたい指導の

目標を整理し，それらを構成する目標項目を特定

することが必要である。そして，これらの目標項

目を類型化することが急務であると考える。 
  
2. 研究の目的 

前述した背景により，本研究では，学校給食の

時間で身に付けさせたい指導の目標を構成する目

標項目を特定することとそれらを類型化すること

を目的とした。 

 
3. 研究の方法 

本研究の目的を達成するために，次の手順で研

究を進めた。まず，給食指導によって目指す子供

の姿を設定した。そして，目指す子供の姿のため

に教師が給食の時間に子供に身に付けさせるべき

指導の目標を，『食に関する指導の手引－第二次改

訂版－』（文部科学省，2019）に示されている食育

の視点に関わる資質・能力の三つの柱の例示を参

考に抽出した。抽出にあたっては，準備，会食，

片付けの給食活動の中で教師の指導が可能かの視

点から判断し指導の目標として整理した。次に，

限られた給食時間の中で身に付けさせるべき指導

の目標を焦点化するために，各目標が大切かを問

う質問紙を作成し，教員養成課程の大学生を対象

に調査を実施した。そして，因子分析によって，

目標の因子を抽出し，目標の項目数を圧縮した。

最後に，得られた回答をもとに，給食指導の目標

を新たに規定した。以下にその詳細を示す。 
 

3.1 給食の時間に必要とする指導目標の抽出 

給食の時間における指導の目標を整理するにあ

たり，まず，給食指導によって，子供にどのよう

な資質・能力を身に付けたいのか，目指す子供の

姿を設定した。 
目指す子供の姿を設定するにあたっては，学校

給食法に規定されている「学校給食の目標」と，
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『食に関する指導の手引－第二次改訂版－』（文

部科学省，2019）に示されている「食に関する指

導の目標」を参考とした。これら 2 つの目標を参

考にした理由は，第 4 次食育推進基本計画（農林

水産省，2021）などにも見られるように，学校給

食を教材として活用することで，学校における食

育を効果的に推進することが期待されているから

である。そのため，「学校給食の目標」に加え，食

に関する資質・能力を育成することを目指した「食

に関する指導の目標」から検討することとした。

その検討にあたっては，これら 2 つの目標でそれ

ぞれ重視している観点を整理した。そして，両目

標で共通して重視している観点から，目指す子供

の姿を設定した。「学校給食の目標」と「食に関す

る指導の目標」の対照について，表 1 に示す。 
まず，「学校給食の目標」の一，二は，「適切な

栄養の摂取による健康の保持増進」や「健全な食

生活を営むことができる判断力を培う」など，「心

身の健康や健全な食生活」を重視している。一方，

「食に関する指導の目標」は，「健康で健全な食生

活に関する知識や技能を身に付ける」「食生活につ

いて自ら管理したり判断したりできる能力を養う」

「自他の健康な食生活を実現しようとする」など

「健康や健全な食生活」を重視している。両目標

とも，健康や健全な食生活を営む力を身に付ける

ことを重視している観点から，①心身の健康を考

えて食べることができる，ことを目指す子供の姿

として設定した。

次に，「学校給食の目標」の四，五は，「食生活

が自然の恩恵の上に成り立つことの理解を深める」

「生命及び自然を尊重する精神を養う」「食生活が

食にかかわる人々の活動に支えられていることの

理解を深める」など，「自然の恩恵や食にかかわる

人々の活動」を重視している。一方，「食に関する

註）下線と〇数字は筆者が記載した。①②③の下線箇所を参考に目指す子供の姿を設定した。

表 1 学校給食の目標と食に関する指導の目標の対照（筆者作成） 

学校給食の目標（学校給食法より） 食に関する指導の目標（食に関する指導の手引－第二次改訂版－より） 

一 ①適切な栄養の摂取による健康の保持増進を図

ること。

二 ①日常生活における食事について正しい理解を

深め，健全な食生活を営むことができる判断力を

培い，及び望ましい食習慣を養うこと。

三 ③学校生活を豊かにし，明るい社交性及び協同

の精神を養うこと。

四 ②食生活が自然の恩恵の上に成り立つものであ

ることについての理解を深め，生命及び自然を尊

重する精神並びに環境の保全に寄与する態度を養

うこと。

五 ②食生活が食にかかわる人々の様々な活動に支

えられていることについての理解を深め，勤労を

重んずる態度を養うこと。

六 ③我が国や各地域の優れた伝統的な食文化につ

いての理解を深めること。

七 ③食料の生産，流通及び消費について，正しい

理解に導くこと。

【知識・技能】

①食事の重要性や栄養バランス，③食文化等につい

ての理解を図り，①健康で健全な食生活に関する知

識や技能を身に付けるようにする。

【思考力・判断力・表現力等】

①食生活や食の選択について，正しい知識・情報に

基づき，自ら管理したり判断したりできる能力を養

う。

【学びに向かう力・人間性等】

主体的に，①自他の健康な食生活を実現しようと

し，②食や食文化，食料の生産等に関わる人々に対

して感謝する心を育み，③食事のマナーや食事を通

じた人間関係形成能力を養う。
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指導の目標」は，「食や食文化，食料の生産等に関

わる人々に対して感謝する心を育む」など「食や

食文化，食に関わる人々への感謝」を重視してい

る。両目標とも，食や食に関わる人々への感謝を

重視している観点から，②食べ物を大切にするこ

とができる，ことを目指す子供の姿として設定し

た。

さらに，「学校給食の目標」の三，六，七は，「明

るい社交性及び協同の精神を養う」「伝統的な食文

化の理解を深める」「食料の生産，流通及び消費に

ついて，正しい理解に導く」など，「社交性や協同

の精神，食文化や食料の生産，流通，消費」を重

視している。一方，「食に関する指導の目標」は， 
「食文化等についての理解を図る」「食事のマナー

や食事を通じた人間関係形成能力を養う」など「食

文化や食事マナー，人間関係」を重視している。

両目標とも，食を通した他者との社会的関わりを

重視している観点から，③食事のマナーを身に付

けている，ことを目指す子供の姿として設定した。 
以上のことから，目指す子供の姿を，①心身の健

康を考えて食べることができる，②食べ物を大切

にすることができる，③食事のマナーを身に付け

ている，と設定した。

次に，設定した目指す子供の姿のために，教師

が給食の時間に子供に身に付けさせるべき指導の

目標を検討した。指導の目標の検討にあたっては，

『食に関する指導の手引－第二次改訂版－』（文部

科学省，2019）に示されている食育の視点に関わ

る資質・能力の三つの柱の例示を参考とした。食

育の視点に関わる三つの柱の例示を参考とした理

由は，食育の視点は食に関する指導がさらに実践

しやすいように再整理されたもの（文部科学省，

2019）であるため，設定した目指す子供の姿のた

めの指導の目標を抽出できると判断したからであ

る。参考とした食育の視点に関わる資質・能力の

三つの柱の例示を本論文末に資料 1 として示す。

指導の目標を検討するにあたっては，給食の時間

の活動を通して教師が指導することが可能な目標

を抽出した。例えば，「食文化」の「自分たちの

住む地域には，昔から伝わる料理や季節，行事に

ちなんだ料理があることや，日常の食事は，地域

の農林水産物と関連していることを理解できるよ

うにする」という目標は，「昔から伝わる料理や

季節，行事にちなんだ料理」は学校給食で提供す

ることが可能であり，給食で使用する地場産物な

どを用いて「日常の食事は，地域の農林水産物と

関連していること」を指導することが可能である

ため，抽出した。一方，「心身の健康」の「１日

分の献立をふまえ，栄養のバランスをよくするた

めに，簡単な日常食の調理を考えることができる

表 2 抽出した指導の目標（筆者作成）

① 心身の健康を考えて食べることができる（7項目） 
食べ物に関心を持つ

栄養バランスに配慮した食生活を実践する力を養う

望ましい食事のとり方を理解する

いろいろな食品の栄養的な特徴を理解する

いろいろな食品の名前が分かる

いろいろな料理の名前が分かる

食品に含まれる栄養素が分かる

② 食べ物を大切にすることができる（5 項目）

地場産物があることを理解する

行事食があることを理解する

多様な食文化を尊重する

食料の生産が自然の恩恵の上に成り立っていること 
を理解する

給食から食品ロス（個人の食べ残し）を考える

③ 食事のマナーを身に付けている（12 項目）

食事の前の手洗いができる

よく噛んで食べることができる

よい姿勢で食べることができる

給食の準備から衛生面を考える

給食の準備から安全面を考える

給食の片付けから環境面を考える

食事のあいさつをすることができる

はしを正しく使うことができる

食器を正しく並べることができる

食事中にふさわしい話題を選ぶことができる

食事でコミュニケーションを図る

仲間との食事は心を豊かにすることを理解する
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ようにする」という目標は，給食の時間だけで扱

うことが困難な「1 日分の献立」「簡単な日常食

の調理」が掲げられているため，抽出しなかっ

た。 
 表 2 に示すように，「①心身の健康を考えて食

べることができる」ことを身に付ける 7 項目，「②

食べ物を大切にすることができる」ことを身に付

ける 5 項目，「③食事のマナーを身に付けている」

ことを身につける12項目の合計24項目を抽出し

た。そして，これらの指導の目標の妥当性を，教

科教育を専門とする大学教員 4 名と，食育を専門

とする大学教員 1 名で確認した。設定した目指す

子供の姿のための指導の目標が抽出されているか，

給食の活動を通して教師が指導することが可能な

目標が抽出されているかの観点から検討した結果，

抽出された指導の目標は妥当であると判断した。 
 
3.2 質問項目の作成 

抽出した指導の目標をもとに，質問項目を作成

した。具体的には，抽出したそれぞれの指導の目

標について，給食指導において児童生徒に身に付

けさせることは大切であるかについての考えを問

う 24 項目を作成し，5 件法（1：大切ではない，

2：どちらかというと大切ではない，3：どちらと

もいえない，4：どちらかというと大切である，5：
大切である）によって回答を求める形式とした。 

 
3.3 調査時期および対象 

2021 年 2 月に，協力が得られた東京都内の教員 
養成課程の大学生 1 年生 36 名，3 年生 51 名，合

計 87 名を対象に，作成した質問項目を用いた

Google フォームによる Web 調査を実施した。教

員養成課程の大学生は，将来教員を目指す学生で

あることから，小中学校教師，栄養教諭と類似し

た回答傾向が見られることが予想される。また，

学生は，栄養教諭制度が開始された 2005 年，食

に関する指導の手引の初版が発行された 2007 年

以降に小中学校で学校給食を経験していることが

予想される。そのため，学校の食育が重要視され

るようになってから給食指導を受けた経験からの

回答を得ることができると予想した。以上のこと

から，教員養成課程の大学生を調査対象とした。 
 
3.4 分析の方法 

抽出した指導の目標の中から，給食の時間に焦

点化して指導する目標を精選するために，得られ

た回答をもとに因子分析を行った。なお，分析に

使用したソフトウェアは，HAD（清水，2016）お

よび Mplus 8.5 である。 
 

4. 結果 
分析および結果の導出に当たっては，まず，回 

答を集計して，データの分布を確認した（本論文

末資料２）。その結果，すべての質問項目において

天井効果がみられ，正規性が仮定できないデータ

分布であったため，ノンパラメトリックなデータ

分析が妥当であると判断した。 
第一に，質問項目の妥当性を検討するために， 

カテゴリカル因子分析を行った。解釈可能性の観

点から探索的に因子構造を検討した結果，3 因子

が妥当であると判断した。最終的に，負荷量が.40
以上の項目を因子項目とし，14 項目を給食の時間

における指導の目標として抽出した。因子分析の

結果を表 3 に示す。 
因子 1 は，「いろいろな食品の名前が分かる」

「食品に含まれる栄養素が分かる」などの項目で

構成されており，「食品，栄養に関する事項」であ

ると解釈した。因子 2 は，「よい姿勢で食べること

ができる」「よく噛んで食べることができる」など

の項目で構成されており，「食べ方に関する事項」

であると解釈した。因子 3 は，「食事でコミュニケ

ーションを図る」「地場産物があることを理解する」

などの項目で構成されており，「食事の社会的側面

に関する事項」であると解釈した。 
また，各因子の信頼性を検討するために，各因

子のクロンバックの α係数を算出した。その結果，

「食品，栄養に関する事項」が.830，「食べ方に関

する事項」が.780，「食事の社会的側面に関する事

項」が.719 であった。 
以上の分析から，構成概念の因子的妥当性およ
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び内的整合性を確認した。 
 
5. 本研究のまとめと課題 
本研究は，給食の時間に身に付けさせたい指導 

の目標を，因子論的に分析することから，構成す

る目標項目を特定することとそれらを類型化する

ことが目的であった。 
このため，学校給食によって，目指す子供の姿

を設定し，まず，給食の時間に身に付けさせるべ

き指導の目標を構成する目標項目を措定し，因子

論的に分析することから目標項目を精選し，また，

その類型を明確にするという方法を用いた。 
具体的には，指導目標に関して身に付けさせる

ことの大切さという視点から 5 件法で判断させる

質問紙調査を教員養成課程の大学生（87 名）を対

象に実施した。 
その結果，給食の時間における指導の目標とし

て，「食品，栄養に関する事項」に関するもの 6 項

目，「食べ方に関する事項」に関するもの 4 項目，

「食事の社会的側面に関する事項」に関するもの

4 項目，という 3 群，14 項目が抽出できた。 
以上のことから，給食の時間における指導の目

標として，14 項目 3 類型の目標項目が特定でき，

今後は，これらの構造化への検討とともに，目標

達成のための具体的な指導内容が求められるとい

える。 
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資料 1 食育の視点に関わる資質・能力の三つの柱の例示（食に関する指導の手引－第二次改訂版－（文部科
学省）より抜粋） 

食育の視点 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力・人間性等

食事の重要
性

・食事は人間が生きていく上で欠か
すことのできないものであること，
食事には空腹感を満たしたり気持ち
を鎮めたりする働きがあること，③仲
間との食事や食味のよさは心を豊か
にすること，朝食をとるなど食事は
規則正しくとることが大切であり，
心と体を活動できる状態にし，持て
る力を十分に発揮できるようになる
ことなど，食事の重要性や③食事の喜
び，楽しさを理解できるようにする。 

・食環境と自分の食生活との 
関わりなどを見つめ，必要な
情報を収集し，健康な生活や
健全な食生活を実現するため
に何が必要かを考え，適切に
意思決定して行動できるよう
にする。

・①食事に興味・関心をも
ち，健全な日常生活の基盤
を支えるために，自ら調理
して食事の準備をしたり①

栄養バランスに配慮した
食生活を実践したりしよ
うとする態度を養う。

心身の健康 ・①望ましい栄養や食事のとり方と
ともに，③手洗いやよく噛むこと，よ
い姿勢や和やかな雰囲気づくりは，
食事の基本であることを理解し，①健
全な食生活に必要な技能を身に付け
る。
・心身の成長や健康の保持増進には，
朝食を含む１日３度の栄養バランス
のよい食事摂取，適切な運動，休養及
び睡眠が必要であることや，①様々な
食品にはそれぞれ栄養的な特徴があ
ることを理解できるようにする。

・１日分の献立をふまえ，栄
養のバランスをよくするため
に，簡単な日常食の調理を考
えることができるようにす
る。
・①栄養や食事のとり方など
について，正しい知識・情報に
基づいて自ら判断できるよう
にする。

・①自分の食生活を見つめ
直して，主体的によりよい
食習慣を形成しようと努
力する態度を養う。

食品を選択
する能力

・①学校給食にはいろいろな食品が
使われていること，日常食べている
食品，料理の名前，形，品質や栄養素
及び③安全面，衛生面等について理解
し，これらを踏まえて簡単な調理を
行うために必要な技術を身に付け
る。

・③食事の準備や調理，後片付
けを行う際に，安全や衛生に
ついてどういった点に気を付
けることが必要かを考えるこ
とができるようにする。
・食品の品質の良否を見分
け，①食品に含まれる栄養素や
その働きを考え，適切な選択
ができるようにする。

・食品表示など食品の品
質や安全性等の情報を進
んで得ようとする態度を
養う。

感謝の心 ・②食料の生産は，すべて自然の恩恵
の上に成り立っていることを理解で
きるようにする。
・②食生活は，生産者を始め多くの
人々の苦労や努力に支えられている
ことや食という行為は，動植物の命
を受け継ぐことであることを理解
し，食品を無駄なく使って調理する
ために必要な技能を身に付ける。

・②自然界の中で動植物と共
に生きている自分の存在につ
いて考え，食品ロスの視点も
含めて環境や資源に配慮した
食生活を実践するために何が
必要かを考えることができる
ようにする。

・③食事のあいさつで，食
に関しての感謝の気持ち
を表現しようとする態度
を養う。

社会性 ・③はしの使い方，食器の並べ方，話
題の選び方などの食事のマナーを身
に付け，協力して食事の準備や後片
付けをするために必要な技能を身に
付ける。

・③相手を思いやることや，楽
しい食事につながるために何
が必要かを考えることができ
るようにする。

・③食事が大切なコミュニ
ケーションの場であると
いうことを理解し，コミュ
ニケーションを図ろうと
する態度を養う。
・健康で安心な社会づく
りに貢献しようとする態
度を養う。

食文化 ・②自分たちの住む地域には，昔から
伝わる料理や季節，行事にちなんだ
料理があることや，日常の食事は，地
域の農林水産物と関連していること
を理解できるようにする。
・②自分たちの食生活は，他の地域や
諸外国とも深い関わりがあることを
理解できるようにする。

・②日本の食文化や食に関わ
る歴史にふれたり，諸外国の
食事の様子を知ったりするこ
とで，日本や諸外国の伝統や
食文化を大切にするために
は，何が必要かを考えること
ができるようにする。

・②各地域の伝統や気候風
土と深く結び付き，先人に
よって培われてきた多様
な食文化を尊重しようと
する態度を養う。

註）下線と〇数字は筆者が記載した。下線部①②③は，目指す子供の姿の①②③に該当し，給食の時間にお
ける指導の目標 24 項目を抽出する際に参考にした箇所である。 
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資料 2 質問紙調査の回答分布（給食指導において児童生徒に身に付けさせることの大切さ）（筆者作成）

（ n = 87）                                数値：人数 

 

抽出した指導の目標 大切である 

どちらかと

いうと大切

である 

どちらとも

いえない 

どちらかと

いうと大切

ではない 

大切では 

ない 

仲間との食事は心を豊かにすることを理解する 67   17 1 0 2 

望ましい食事のとり方を理解する 72 14 1 0 0 

食事の前の手洗いができる 78 8 0 1 0 

よく噛んで食べることができる 67 17 1 2 0 

よい姿勢で食べることができる 63 19 3 2 0 

いろいろな食品の栄養的な特徴を理解する 52 32 2 1 0 

いろいろな食品の名前が分かる 37 38 11 1 0 
いろいろな料理の名前が分かる 32 39 14 2 0 

食品に含まれる栄養素が分かる 37 44 5 1 0 
食料の生産が自然の恩恵の上に成り立っていること 
を理解する 

76 7 4 0 0 

はしを正しく使うことができる 73 13 1 0 0 

食器を正しく並べることができる 56 25 3 2 1 
食事中にふさわしい話題を選ぶことができる 50 28 8 1 0 
地場産物があることを理解する 45 36 6 0 0 

行事食があることを理解する 55 26 5 1 0 

給食の準備から衛生面を考える 77 8 2 0 0 

給食の準備から安全面を考える 72 14 0 1 0 

給食から食品ロス（個人の食べ残し）を考える 75 12 0 0 0 

給食の片付けから環境面を考える 71 13 2 0 1 

食べ物に関心を持つ 65 20 2 0 0 

栄養バランスに配慮した食生活を実践する力を養う 62 23 0 2 0 

食事のあいさつをすることができる 80 7 0 0 0 

多様な食文化を尊重する 62 22 3 0 0 

食事でコミュニケーションを図る 65 19 1 2 0 
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